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昨
年
末
、
法
人
本
部
よ
り

「
大
阪
府
か
ら
の
派
遣
職
員
の

現
業
職
員
に
対
し
て
、
本
人
意

向
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
た

い
」
と
病
院
労
組
に
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。
病
院
労
組
で
は
、

法
人
に
残
り
た
い
希
望
の
職
員

も
い
る
の
で
、
残
る
事
も
含

め
、
本
人
の
希
望
を
聞
く
よ
う

に
法
人
に
要
求
し
ま
し
た
。

　

各
病
院
の
担
当
者
が
本
人
意

向
を
確
認
し
た
内
容
は
、
大
阪

府
に
戻
る
こ
と
を
前
提
に
、
賃

金
、
通
勤
時
間
（
勤
務
場

所
）、
業
務
の
内
容
の
ど
れ
を

異
動
の
と
き
最
優
先
す
る
か
で

あ
り
、
法
人
に
残
る
こ
と
に
対

し
て
は
聞
か
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
４
年
で
退
職
の
職

員
が
法
人
に
残
り
た
い
と
希
望

し
て
も
３
年
は
い
い
が
後
１
年

は
府
に
帰
っ
て
も
ら
う
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
府
で
ど
ん
な

職
場
が
あ
る
の
か
も
提
示
さ
れ

ず
、
職
員
に
は
不
安
が
拡
大
し

て
い
ま
す
。

　

病
院
労
組
は
、「
職
員
は
仕

事
に
誇
り
を
持
っ
て
働
い
て
い

る
。
府
立
で
あ
れ
ば
、
今
の
職

場
で
働
き
続
け
ら
れ
た
の
に
、

当
局
の
都
合
で
職
場
が
変
わ

り
、
仕
事
の
内
容
が
変
わ
る
の

で
あ
る
か
ら
本
人
の
希
望
を
最

大
限
尊
重
す
る
よ
う
」
主
張
し

ま
し
た
。

　

法
人
は
、
本
人
希
望
は
尊
重

し
た
い
と
言
い
つ
つ
も
、「
知

事
が
入
っ
た
戦
略
本
部
会
議
で

確
認
さ
れ
た
『
新
た
な
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
戦
略
』
に
基
づ
い
て
、

平
成
25
年
度
（
２
０
１
３
年

度
）
当
初
ま
で
に
一
部
の
行
政

職
を
除
き
、
府
に
戻
す
こ
と
を

前
提
に
作
業
を
す
す
め
る
。
府

か
ら
ど
こ
の
職
場
が
あ
る
か
は

聞
い
て
い
な
い
」
と
言
う
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

病
院
労
組
は
「
２
０
０
６
年

の
法
人
移
行
時
、
現
業
職
員
に

つ
い
て
は
10
年
以
内
に
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
が
派
遣
期
間

は
最
長
10
年
で
あ
る
こ
と
が
説

明
さ
れ
た
た
め
、
10
年
は
法
人

に
お
れ
る
と
、
派
遣
を
選
択
し

た
職
員
も
多
く
い
る
。
こ
の
点

を
考
慮
せ
よ
」
と
改
め
て
強
調

し
ま
し
た
。
ま
た
「
技
術
職
の

人
は
派
遣
、
承
継
の
希
望
が
聞

か
れ
て
い
な
い
、
最
近
ま
で
技

術
職
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
か

ら
の
異
動
も
含
め
、
派
遣
職
員

で
対
応
す
る
方
針
で
あ
っ
た
。

府
立
大
学
で
実
施
し
た
よ
う

に
、
本
人
が
希
望
す
れ
ば
、
法

人
職
員
と
し
て
の
再
雇
用
を
行

う
よ
う
」
要
望
し
ま
し
た
。

　

法
人
本
部
は
「
府
立
大
学
と

規
模
等
が
違
う
。『
新
た
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
』
に
基
づ
い

て
す
す
め
る
が
、
配
慮
が
必
要

な
人
は
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
」
と
い
う
回
答
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

病
院
労
組
で
は
法
人
本
部
に

対
し
て
、
昨
年
８
月
27
日
に
提

出
し
た
要
求
書
に
基
づ
い
て
、

最
大
限
、
本
人
希
望
を
尊
重

し
、
異
動
に
際
し
て
は
適
切
に

対
応
す
る
こ
と
を
含
め
、
引
き

続
き
追
及
し
て
い
き
ま
す
。

　

１
月
18
日
（
火
）、
病
院
労

組
は
大
阪
府
か
ら
の
派
遣
職
員

の
引
き
上
げ
に
関
し
て
、「
本

人
希
望
を
十
分
尊
重
し
て
、
府

に
戻
る
場
合
の
職
場
の
確
保
、

病
院
に
残
る
こ
と
を
希
望
す
る

職
員
に
つ
い
て
は
法
人
職
員
と

し
て
採
用
す
る
こ
と
」
と
「
政

策
医
療
に
対
応
す
る
技
術
職
に

つ
い
て
派
遣
職
員
を
残
す
こ

と
」
を
再
度
強
く
法
人
本
部
に

申
し
入
れ
ま
し
た
。

――

法
人
本
部
に
強
く
申
し
入
れ

法
人
本
部
に
強
く
申
し
入
れ

　

財
産
活
用
課
が
Ｗ
Ｔ
Ｃ
へ
一

番
に
移
転
し
ま
し
た
の
で
咲
洲

レ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん

ご
存
知
の
よ
う
に
11
月
29
日
か

ら
、
大
手
前
か
ら
引
越
し
Ｗ
Ｔ

Ｃ
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

約
２
週
間
通
勤
し
、
通
勤
経

路
を
い
ろ
い
ろ
試
し
て
い
ま
す

が
、
谷
町
４
丁
目
を
基
点
と
す

る
と
確
実
に
30
分
遠
く
な
り
ま

す
。

　

コ
ス
モ
ス
ク
エ
ア
か
ら
徒
歩

に
な
り
ま
す
が
、
感
想
と
し
て

は
思
っ
て
い
た
よ
り
は
近
い
感

じ
が
し
ま
し
た
。
距
離
に
し
て

谷
４
か
ら
天
満
橋
の
合
同
庁
舎

ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、
大
手
前
よ
り
は
距
離
は
伸

び
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ム
に
乗

り
換
え
て
も
時
間
は
そ
れ
ほ
ど

変
わ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
２
０

０
０
人
が
コ
ス
モ
ス
ク
エ
ア
駅

に
集
ま
っ
て
く
る
と
思
う
と
中

央
線
の
混
雑
や
駅
の
混
雑
が
も

っ
と
ひ
ど
く
な
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
大
阪
市
交
通
局
の
収
益

ア
ッ
プ
の
た
め
な
の
か
と
疑
い

た
く
も
な
り
ま
す
。

　

総
務
部
長
が
視
察
に
来
ら
れ

た
際
に
「
通
勤
時
間
が
長
く
な

る
が
、
勤
務
時
間
を
拘
束
15
分

短
縮
し
た
の
で
多
少
は
緩
和
さ

れ
る
の
で
は
」
と
い
う
よ
う
な

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
圧
倒
的

多
数
の
方
は
通
勤
時
間
が
長
く

な
る
わ
け
で
、
朝
の
出
勤
時
は

15
分
短
縮
さ
れ
て
も
何
ら
変
わ

ら
ず
楽
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
退
勤
も
家
に
帰
り
着

く
時
間
は
遅
く
な
り
ま
す
。
保

育
要
件
が
あ
る
方
は
も
っ
と
深

刻
で
す
。
通
勤
時
間
１
時
間
30

分
を
超
え
る
方
も
多
数
出
て
く

る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　

通
勤
経
路
は
経
済
的
な
経
路

を
優
先
す
る
の
で
な
く
、
合
理

的
な
（
時
間
短
縮
に
な
る
）
経

路
を
認
め
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。（
総
務
支
部　

Ａ
さ
ん
）

咲洲レポート①

「
や
っ
ぱ
り
遠
い
、不
便
」

合
理
的
な
経
路
も
認
め
て

夢 

千 

代 

日 

記

とと  

きき 

２
月
11
日（
祝･

金
）〜
20
日（
日
）

前
進
座
２
月
特
別
公
演

前
進
座
２
月
特
別
公
演

場場  

所所 

国
立
文
楽
劇
場

料料  

金金 

１
等
席
８
，５
０
０
円
／
２
等
席
６
，０
０
０
円

　

17
日
午
後
６
時
の
公
演
は
、働
く
者
の
観
劇
会

と
し
て
１
等
席
６
，５
０
０
円
で
あ
っ
せ
ん（
さ

ら
に
5
0
0
円
還
元
）。希
望
者
は
府
職
労
ま
で
。

と　きと　き  ２月17日（木）14：30開場　15：00開会
ところところ  府職労第１・２会議室
内　容内　容  第１部　学習会「青年と労働組合」 （15：00～16：45）
 第２部　青年部運動方針　提案・討議・採決
 （17：00～17：30）
 第３部　交　流　会
 　（17：45～19：30）

　第１部では、府職労学校でも好評
だった中田先生の講演会を行いま
す。
　第３部の交流会も企画しておりま
すので、ご参加をお願いします。

府職労組合員ならでは！

長期組合員表彰長期組合員表彰
子どもの入学子どもの入学・・卒業祝い卒業祝い請求お忘れな請求お忘れなくく！！

本部請求締切日　　３月１日（火）
※請求は分会・支部通じて（各支部で締切日があります）
給付時期　　　　　３月14日以降

長期組合員表彰長期組合員表彰
20年　1990（平成２）年４月２日から1991年４月１日の間に加入した組合員
30年　1980（昭和55）年４月２日から1981年４月１日の間に加入した組合員
給付品の内容
　20年記念品　　１万円相当の図書カードか旅行券（希望の品どちらか）
　30年記念品　　２万円相当の図書カードか旅行券（希望の品どちらか）

小中学校入学小中学校入学・・卒業祝い卒業祝い
小学校入学記念品　2011年４月に小学校入学予定のこどもを持つ組合員
　　　　　　　　　｛2004（平成16）年４月２日～2005年４月１日生まれの子｝
中学校入学記念品　2011年４月に中学校入学予定のこどもを持つ組合員
　　　　　　　　　｛1998（平成10）年４月２日～1999年４月１日生まれの子｝
中学校卒業記念品　2011年３月に中学校卒業予定のこどもを持つ組合員
　　　　　　　　　｛1995（平成６）年４月２日～1996年４月１日生まれの子｝
給付品の内容
　小学校入学　　　　3,000円相当の図書カード
　中学校入学・卒業　2,000円相当の図書カード

〈給付金請求方法〉
　20年、30年長期組合員：分会（支部）役員まで、加入年月日、職員番号、
記念品の内容をお伝えください。
　小・中学校入学・卒業：府職労共済請求書（分会・支部にあり）に必要事
項記入の上、分会（支部）役員まで提出してください。

両親とも組合員なら 　
両方から請求できます。

個人賠償個人賠償

責任共済責任共済

満期更改と満期更改と
新規加入募集新規加入募集

日常生活「アッ」という
事故に　　　　　　　
｛補償事例｝
・愛犬が他人にかみついた
・ 止めていた自転車が倒れ駐車中
の車に傷をつけた
・ 自転車などで歩道に歩行者に接
触

｛共済金が支払われない場合｝
・仕事上の賠償責任
・ 他人から借りたり預かったりし
ているものに対する賠償責任
※詳しい内容については募集ビラ
をご覧ください。

　組合員の家族も自動的に補償します。
　日本国内のみです。
　補償期間は４月１日から１年間です。

申込締切日申込締切日
３月１日３月１日

年間掛け金　1,000円で…年間掛け金　1,000円で…

最高　5,000万円の補償最高　5,000万円の補償


